
 

熊本県動物愛護推進員の活動等に関する要綱 

 

（設置） 

第１条 動物の愛護及び管理に関し、熊本県動物愛護推進計画（以下「県計画」という）

に掲げる「命を大切にし、やさしさあふれる人と動物とが共生できるくまもと」を目指

すため、動物の愛護及び管理に関する法律（昭和48年法律第105号。以下「動愛法」とい

う。）第38条第1項に基づき熊本県動物愛護推進員（以下「推進員」という。）を設置す

る。 

（委嘱） 

第２条 知事は、地域における犬、猫等の動物の愛護の推進を図るため、熊本県内に居住

し、動物の愛護の推進に熱意と豊富な識見を有する者で、熊本県動物愛護推進協議会の

各地域推進協議会から推薦を受けたものの中から推進員を委嘱する。 

２ 知事は推進員に対し、「委嘱状」及び「熊本県動物愛護推進員証」（様式第１号）（以

下「推進員証」という。）を交付する。 

３ 推進員の任期は１年度（４月１日から翌年３月３１日までをいう。）以内とする。た

だし、推進員が欠けた場合は、前任者の残任期間内で後任の推進員を委嘱することがで

きる。 

４ 推進員は再任することができる。 

５ 推進員の数については、別表のとおりとする。 

（推進員の証）  

第３条 推進員が活動を行うときは、推進員証を携帯し、関係人の請求があったときは、こ

れを提示しなければならない。 

（推進員の証の再交付）  

第４条 知事は、前条の規定により交付された推進員証をき損し、汚損し、若しくは紛失

した者から推進員証の再交付の申請があったときは、推進員証を再交付できる  

２ 前項の申請は、推進員証再交付申請書(様式第２号）により行うものとする。 

（推進員の活動） 

第５条 推進員は、次に掲げる活動を行う。 

 (1) 犬、猫等の動物の愛護と適正な飼養について住民への周知・啓発を行うこと。 

 (2) 住民に対し、犬、猫等の動物がみだりに繁殖することを防止するための生殖を不能

にする手術その他の措置に関する必要な助言をすること。 

 (3) 犬、猫等の動物の所有者等に対し、これらの動物に適正な飼養を受ける機会を与え

るために譲渡のあっせんその他の必要な支援をすること。 

(4) 犬、猫等の動物の愛護と適正な飼養の推進のために県、市町村及び協議会の構成団

体等が行う事業に協力をすること。 

(5) 災害時において、県、市町村及び協議会の構成団体等が行う犬、猫等の動物の避難、

保護等に関する施策に必要な協力をすること。 

（推進員の解任） 



 

第６条 知事は、推進員が次の各号いずれかに該当する場合はこれを解任することができ

る。 

(1) 推進員の活動範囲を著しく超える等、この要綱に反する行為をした場合 

(2) 動愛法及び狂犬病予防法に基づく処分に違反して罰金以上の刑に処せられた場合 

(3) 本人からの申し出があった場合 

（推進員証の返納） 

第７条 推進員は、前条の規定により解任された場合は、すみやかに、推進員証を知事に

返納しなければならない。 

（報告） 

第８条 推進員は、前年度活動の実績を、翌年３月末日までに「動物愛護推進員活動報告書」

（様式第３号）により知事に報告するものとする。 

（報償費等）  

第９条 県は、推進員が第５条に規定する事業に参加した場合は、前条に定める報告に基づ

き、予算の範囲内において報償費を支払うものとする。 

（その他） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、推進員の活動に必要な事項は、別に定める。 
 

（別表） 

 

 第２条第５項に定める推進員の数は、下表に掲げる数を上限とする。なお、熊本県動物

愛護推進協議会設置要綱第７条第２項に基づき、地域協議会を隣接する地域同士の合同で

設置する場合は、人数が多い管轄保健所の人数を定数とする。 

 

管轄保健所 人数 

有明保健所 ５人 

山鹿保健所 ３人 

菊池保健所 ６人 

阿蘇保健所 ３人 

御船保健所 ４人 

宇城保健所 ４人 

八代保健所 ５人 

水俣保健所 ３人 

人吉保健所 ３人 

天草保健所 ４人 

 

 

 

   附 則 

 この要綱は、平成２１年２月９日から施行する。 

   附 則 



 

 この要綱は、平成２４年１月１８日から施行する。  

    附 則 

この要綱は、平成２５年９月１日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、平成２８年３月２２日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成３０年３月２２日から施行する。 

  附 則 

この要綱は、令和元年（２０１９年）１１月２１日から施行する。 

 


